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弘
経
寺
だ
よ
り 

十
夜
法
要 

十
一
月
十
八
日(

日)
午
後
二
時
よ
り

本
堂
に
て
十
夜
法
要
を
営
み
ま
す
。
今
年

も
十
夜
法
要
中
百
万
遍
数
珠
繰
を
行
い

ま
す
。
ご
参
列
い
た
だ
く
方
全
員
が
輪
に

な
っ
て
大
数
珠
を
繰
り
な
が
ら
、
先
祖

代
々
の
ご
回
向
を
い
た
し
ま
す
。
是
非
ご

参
列
く
だ
さ
い
。 

申
込
方
法 

① 

当
地
区
の
世
話
人
さ
ん
に
お
申
込
み

下
さ
い
。 

② 

同
封
の
申
込
用
紙
に
回
向
料
を
添
え

て
現
金
書
留
に
て
お
申
込
み
下
さ
い
。 

③ 
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込
用
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に
て
ご
返
信
い
た
だ
き
、
同
封
の
振

込
用
紙
に
て
回
向
料
を
お
振
込
み
く

だ
さ
い
。 

※
申
込
用
紙
に
て
お
申
し
込
み
の
後
、
当

日
ご
参
列
い
た
だ
け
る
方
は
、
そ
の
際
に

回
向
料
を
お
納
め
く
だ
さ
っ
て
も
構
い

ま
せ
ん
。 

  

十
夜
と
は
？ 

十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
全
国
の

浄
土
宗
寺
院
で
ひ
ろ
く
行
わ
れ
る
念
仏

会
（
ね
ん
ぶ
つ
え
）
で
す
。「
お
十
夜
」「
十

夜
法
要
」「
十
夜
講
」「
十
夜
念
仏
」
な
ど

と
も
い
い
、
正
し
く
は
、「
十
日
十
夜
（
じ

ゅ
う
や
）
法
要
」
と
も
い
い
ま
す
。
も
と

も
と
は
陰
暦
の
十
月
五
日
の
夜
か
ら
十

五
日
の
朝
ま
で
、
十
日
十
夜
に
わ
た
る
法

会
（
ほ
う
え
）
で
し
た
。 

こ
の
法
会
は
、
浄
土
宗
で
最
も
大
切
な

経
典
（
き
ょ
う
て
ん
）
の
一
つ
『
無
量
寿

経
（
む
り
ょ
う
じ
ゅ
き
ょ
う
）
』
の
巻
下
に
、 

「
こ
の
世
に
お
い
て
十
日
十
夜
の
間
善

行
を
行
う
こ
と
は
、
仏
の
国
で
千
年
間
善

行
を
す
る
こ
と
よ
り
も
尊
い
」
と
説
か
れ

て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
教
え
を
実

践
し
た
も
の
で
、
十
日
十
夜
に
わ
た
り
不

断
（
ふ
だ
ん
）
念
仏
を
称
え
て
別
時
（
べ

つ
じ
）
の
念
仏
を
修
し
、
阿
弥
陀
さ
ま
の

お
慈
悲
に
感
謝
す
る
法
要
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
法
会
が
初
め
て
営
ま
れ
た
の
は
、

今
か
ら
五
五
〇
年
ほ
ど
前
（
永
亨
（
え
い

き
ょ
う
）
年
間
）
、
伊
勢
守
平
貞
経
（
い
せ

の
か
み
た
い
ら
の
さ
だ
つ
ね
）
の
弟
貞
国

（
さ
だ
く
に
）
が
、
京
都
の
天
台
宗
の
真

如
堂
（
し
ん
に
ょ
ど
う
）
で
修
し
た
の
が

そ
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

明
応
（
め
い
お
う
）
四
年
（
一
四
九
五
）

に
、
現
在
浄
土
宗
の
大
本
山
の
一
つ
に
な

っ
て
い
る
鎌
倉
光
明
寺
の
第
八
世
観
誉

祐
宗
上
人
（
か
ん
よ
ゆ
う
そ
う
し
ょ
う
に

ん
）
が
、
後
土
御
門
（
ご
つ
ち
み
か
ど
）
天

皇
に
招
か
れ
、
宮
中
で
、『
阿
弥
陀
経
（
あ

み
だ
き
ょ
う
）
』
の
講
義
を
さ
れ
、
さ
ら
に

真
如
堂
の
僧
と
い
っ
し
ょ
に
引
声
（
い
ん

ぜ
い
）
念
仏
を
修
し
、
勅
許
（
ち
ょ
っ
き
ょ
）

を
得
て
、
光
明
寺
で
法
要
を
行
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
浄
土
宗
で
の
お
十

夜
の
始
ま
り
で
、
今
で
は
浄
土
宗
の
大
切

な
法
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

お
十
夜
は
、
お
念
仏
の
尊
さ
を
知
り
、

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
こ
れ
を
お
称

え
す
る
大
切
な
法
会
で
す
。
今
日
で
は
そ

の
期
間
も
十
日
間
か
ら
五
日
、
三
日
、
あ

る
い
は
一
日
と
短
縮
さ
れ
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
大
切
な
念
仏
会
に
参
加

し
、
仏
の
国
で
の
千
年
の
善
行
に
も
勝
る

善
行
を
、
ぜ
ひ
積
ん
で
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。 

 

彼
岸
コ
ン
サ
ー
ト 

九
月
二
十
二

日(

土)

、
響

流
十
方 

秋

の
彼
岸
コ
ン

サ
ー
ト
が
弘

経
寺
本
堂
に

て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今

年
は
残
念
な

が
ら
、
彼
岸
花
の
開
花
時
期
が
遅
く
、
紅

い
花
で
彩
ら
れ
た
境
内
で
の
開
催
と
は

な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
弘
経
寺
本
堂

に
集
わ
れ
た
約
七
十
名
の
聴
衆
は
、
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
美
し
い
音
色
に

耳
を
傾
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

 

被
災
地
発
信
ソ
ン
グ 

「
未
来
へ
の
扉
」
完
成
発
表
会 

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
か
ら
、
今
ま

で
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
世
界
中
の
み

な
さ
ん
に
向
け
て
「
あ
り
が
と
う
」
の
気

持
ち
を
音
楽
に
乗
せ
て
伝
え
た
い
…
そ

ん
な
想
い
が
込
め
ら
れ
た
歌
が
完
成
し

ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
未
来
へ
の
扉
」
、

作
詞
作
曲
は
岩
手
県
一
関
市
出
身
で
テ

ィ
ー
ト
ッ
ク
レ
コ
ー
ズ
社
長
の
金
野
貴

明
さ
ん
で
す
。 
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指揮をする金野貴明さん（左）と一緒に歌っ

てくれた小中学生の皆さん 

八木大僧正台下（前列中央） 

友田別院住職（前列右から 3番目） 

こ
の
歌
の
完
成
発
表
会
が
十
月
十
四

日
（
日
）
弘
経
寺
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

歌
い
手
を
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
常
総

市
内
外
よ
り
約
三
十
名
の
方
々
が
「
未
来

へ
の
扉
」
を
歌
う
た
め
に
集
ま
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
歌
い
手
以
外
に
も
沢
山
の

方
々
が
こ
の
発
表
会
に
参
加
し
て
く
だ

さ
り
、
最
後
は
弘
経
寺
に
集
っ
た
参
加
者

全
員
で
の
大
合
唱
と
な
り
ま
し
た
。 

共
に
「
未
来
へ
の
扉
」
を
歌
う
こ
と
で
、

被
災
地
と
世
界
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、

東
日
本
大
震
災
や
世
界
各
地
で
起
き
て

い
る
災
害
、
紛
争
な
ど
が
他
人
事
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
を
、
共
感
し
た
感
動
の
発

表
会
で
し
た
。 

増
上
寺
八
木
大
僧
正
台
下
御
親
教 

十
月
十
六
日(

火)

大
本
山
増
上
寺
八

木
季
生
大
僧
正
台
下
が
当
山
へ
御
親
教

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
檀
信
徒
を
代
表
し
て

渡
辺
総
代
、
石
塚
総
代
を
は
じ
め
世
話
人

さ
ん
た
ち
が
参
列
し
、
大
僧
正
台
下
の
御

言
葉
を
拝
聴
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
こ
の
度
の
御
親
教
に
は
増
上
寺

執
事
長
友
田
達
祐
上
人
が
当
山
住
職
と

し
て
初
め
て
ご
参
拝
く
だ
さ
り
、
伊
沢
教

務
部
長
、
熊
井
内
侍
長
、
佐
々
木
施
設
部

長
も
台
下
、
執
事
長
と
共
に
御
随
行
く
だ

さ
い
ま
し
た
。 

大
僧
正
台
下
、
執
事
の
諸
上
人
と
共
に

お
念
仏
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
尊
い
お
念

仏
の
功
徳
を
頂
戴
し
た
ご
親
教
で
し
た
。 

清
掃
当
番 

十
一
月
十
一
日
（
日
）
午
前
八
時
よ
り

清
掃
作
業
を
行
い
ま
す
。
当
番
は
大
口
、

大
口
新
田
、
大
口
河
原
新
田
、
庄
右
衛
門

新
田
地
区
で
す
。
お
十
夜
前
の
清
掃
作
業

で
す
の
で
、
境
内
、
堂
内
共
に
き
れ
い
に

し
て
、
気
持
良
く
参
拝
者
を
お
迎
え
し
た

く
思
っ
て
い
ま
す
。
担
当
地
区
の
皆
様
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

今
月
の
言
葉 

諸
行
無
常
は
今
も
昔
も
変
わ
ら
ぬ
こ
の

世
の
真
理
。
そ
の
無
常
転
変
の
世
の
中
で

心
穏
や
か
に
生
き
て
い
く
た
め
に
仏
教
と

い
う
宗
教
が
あ
る
の
な
ら
、
そ
れ
は
大
震

災
に
見
舞
わ
れ
た
日
本
に
と
って
も
必
ず

役
に
立
つ
は
ず
、
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
は

ず
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
科
学
と
仏
教

の
接
点
を
明
確
に
し
て
、
現
代
の
人
た

ち
に
と
って
も
十
分
納
得
の
い
く
宗
教
と

し
て
、
仏
教
の
姿
を
説
明
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。 
佐
々
木
閑
「
ブ
ッ
ダ
真
理
の
言
葉
」
よ
り 

佐
々
木
閑
…
一
九
五
六
年
、
福
井
県
に
生
ま

れ
る
。
京
都
大
学
工
学
部
工
業
化
学
科
、
お

よ
び
文
学
部
哲
学
科
仏
教
学
専
攻
卒
業
。
米

国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校

留
学
を
経
て
、
花
園
大
学
文
学
部
国
際
禅
学

科
教
授
。
専
門
は
仏
教
哲
学
、
古
代
イ
ン
ド

仏
教
学
、
仏
教
史
。
日
本
印
度
学
仏
教
学
会

賞
、
鈴
木
学
術
財
団
特
別
賞
受
賞
。 

  

十
一
月
の
写
経
会 

十
一
月
二
十
四
日
（
土
） 

     

会
費 

 

一
〇
〇
〇
円 

(

高
校
生
以
下
は

五
〇
〇
円)

 

携
行
品 

小
筆
（
受
付
で
も
販
売
し
ま
す
） 

 

お
悔
や
み 

阿
弥
陀
様
の
慈
光
の
中
、
次
の
方
々
が

極
楽
へ
往
生
さ
れ
ま
し
た
。 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

一
〇
月 

 

三
日 

横
川
富
江 

殿 

七
七
歳 

一
〇
月
一
〇
日 

落
合 

林 

殿 
 

八
四
歳 

一
〇
月
一
七
日
石
塚 

は
な 

殿 

九
九
歳 

一
〇
月
二
二
日 

飯
田 

満 

殿 
 

五
八
歳 

一
〇
月
二
二
日 

中
村
み
つ
い
殿
九
〇
歳 

1:45 受  付 

2:00 法  話 

2:20 写  経 

2:50 お念仏 

3:10 懇  談 


